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12月定例会
●旧吉田茂邸を郷土資料館の別館として位置付け・・・　２～３
●子ども基金を創設・・・・・・・・・・・・・・・　４
●「ポートハウスてるがさき」指定管理へ・・・・・　５
●補正予算を可決・・・・・・・・・・・・・・　８～９
●１１人が一般質問・・・・・・・・・・・・・・　１２～１７
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問

　博
物
館
法
に
基
づ
く
設

置
と
し
た
理
由
は
。

答

　県
立
公
園
内
の
体
験
学

習
施
設
で
あ
る
た
め
、
郷

土
資
料
館
と
同
様
に
博
物

館
法
に
基
づ
く
設
置
と
し
、

郷
土
資
料
館
の
別
館
と
し

た
。

問

　博
物
館
法
の
範
囲
の
中

で
、
ど
の
よ
う
に
運
営
し

て
い
く
の
か
。

答

　利
活
用
検
討
委
員
会
か

ら
の
提
言
を
受
け
、
研
修

機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
で

有
効
活
用
で
き
な
い
か
検

討
を
重
ね
て
い
る
。

問

　研
修
機
能
の
展
開
方
法

は
。

答

　戦
後
政
治
の
『
決
断
』

の
場
と
な
っ
た
地
と
し
て
、

決
断
を
テ
ー
マ
と
し
た
独

自
の
研
修
等
を
開
催
す
る
。

ま
た
、
場
所
貸
し
の
形
で

企
業
研
修
の
誘
致
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

問

　建
物
を
新
し
く
建
て
て

　
　

も
歴
史
的
な
意
味
や
価
値

は
な
い
。
ソ
フ
ト
面
を
充

実
し
運
営
し
な
け
れ
ば
じ

り
貧
に
な
っ
て
し
ま
う
。

答

　文
化
財
的
な
価
値
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
建

築
史
的
な
価
値
、
復
元
住

居
と
し
て
の
価
値
は
見
出

せ
る
と
思
う
。
ソ
フ
ト
の

充
実
は
、
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
よ
り
よ
い
方
向
を

模
索
し
て
い
く
。

問

　案
内
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
教
育
も
重
要
と
考
え

る
が
。

答

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
か

か
わ
り
は
、
現
在
、
調
整

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

12
月
定
例
会
は
、
11
月
29
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

本
会
議
初
日
の
11
月
29
日
は
、
町
税
条
例
の
改
正
、
訴
え
の
提
起
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
名
誉
町
民
称
号

贈
呈
、
平
成
28
年
度
補
正
予
算
な
ど
15
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
の
12
月
13
日
に
は
郷
土
資
料
館
条
例
な
ど
委
員
会
付
託
と
な
っ
た
４
議
案
及
び
追
加
さ
れ
た

２
議
案
を
含
む
６
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
11
人
が
町
長
や
教
育
長
に
行
政
事
務
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
の
旧
吉
田
茂
邸
の
オ
ー
プ
ン
に
あ
わ
せ
、
大
磯
町
郷
土
資
料
館
の
設
置
、
管

理
等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
し
、
新
た
に
大
磯
町
郷
土
資
料
館
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

　
条
例
で
は
、
旧
吉
田
茂
邸
を
昨
年
11
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
大
磯
町
郷
土

資
料
館
の
別
館
と
し
て
位
置
付
け
、
ま
た
、
一
般
公
開
日
、
開
館
時
間
、
観
覧
料
、
施
設

貸
出
し
の
使
用
料
を
定
め
て
い
る
。

　
旧
吉
田
茂
邸
の
開
館
後
は
町
直
営
で
運
営
を
行
な
い
、
将
来
的
に
は
民
間
活
力
の
導
入

を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
付
託
先
の
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
及
び
本
会
議
に
お
い
て
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

再建された旧吉田茂邸

館の別館として位置付け　旧吉田茂邸を郷土資料
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問

　町
民
限
定
で
何
日
間
か

無
料
開
放
す
る
考
え
は
。

答

　ル
ー
ル
に
照
ら
し
合
わ

せ
た
中
で
考
え
て
み
た
い
。

問

　多
く
の
方
に
寄
付
を
求

め
て
い
な
が
ら
、
午
後
４

時
半
で
閉
館
。
従
前
の
ご

と
く
月
曜
日
は
休
館
。
観

光
で
日
本
一
を
目
指
す
な

ん
て
掛
け
声
倒
れ
だ
。

答

　火
災
の
教
訓
の
中
で
、

し
っ
か
り
と
危
機
管
理
す

る
と
い
う
県
の
方
針
も
あ

り
、
午
後
５
時
の
県
立
公

園
の
閉
園
時
間
前
に
閉
館

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
。

討

　論賛
　成

【
清
田
文
雄
議
員
】

　こ
の
条
例
を
早
く
と
お
し

て
十
分
準
備
し
開
館
し
て
ほ

し
い
。

【
関

　威
國
議
員
】

　運
用
後
不
備
が
あ
れ
ば
改

正
す
れ
ば
い
い
。

【
竹
内
恵
美
子
議
員
】

　一
般
公
開
す
る
こ
と
で
、

地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
す

る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

【
坂
田
よ
う
子
議
員
】

　町
内
外
の
方
々
の
善
意
に

よ
り
再
建
さ
れ
た
の
で
議
会

は
感
謝
の
念
を
持
つ
べ
き
だ
。

反
　対

【
柴
崎

　茂
議
員
】

　吉
田
茂
が
な
ぜ
こ
の
地
に

居
を
構
え
た
の
か
、
来
た
人

に
わ
か
ら
せ
る
よ
う
に
す
べ

き
。
こ
れ
で
は
そ
れ
が
で
き

な
い
。

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　町
民
の
３
分
の
２
は
再
建

に
意
味
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
維
持
管
理
に
も
財
源
が

必
要
。
観
覧
料
は
高
す
ぎ
る
。

【
玉
虫
志
保
実
議
員
】

　障
が
い
者
の
観
覧
料
無
料

の
項
目
は
不
要
。
介
助
が
必

要
な
場
合
は
二
人
で
一
人
分

の
料
金
を
払
う
の
が
よ
い
と

考
え
る
。

大磯町旧吉田茂邸再建基金は廃止

　旧吉田茂邸の再建工事にかかわる事務が完了したため、

再建工事等に要する経費の積み立てを目的とした大磯町旧

吉田茂邸再建基金は廃止した。

旧吉田茂邸の観覧料

区　分 観覧料（１人）

個人
大人 500円

中学生・高校生 200円

20人以上の団体
大人 450円

中学生・高校生 150円

障がい者と介護人１人 無料

館の別館として位置付け
大磯町郷土資料館条例を制定

　旧吉田茂邸を郷土資料



議
案
審
議

補
正
予
算

審
議
結
果

陳

　
　情

一
般
質
問

議
会
報
告
会

行
政
視
察

2
第185号　2017/1

問

　博
物
館
法
に
基
づ
く
設

置
と
し
た
理
由
は
。
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。
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独
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催
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問

　基
金
を
活
用
す
る
事
業

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答

　具
体
的
な
事
業
は
、
平

成
29
年
度
以
降
の
予
算
へ

計
上
す
る
の
で
、
予
算
審

議
や
補
正
予
算
で
審
議
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問

　他
市
町
で
は
、
独
自
で

貧
困
家
庭
へ
の
補
助
や
育

英
資
金
の
よ
う
な
使
い
方

を
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ

う
な
も
の
に
発
展
さ
せ
る

考
え
は
あ
る
か
。

答

　原
資
が
増
え
た
ら
再
度

検
討
す
る
。

問

　備
品
、
物
品
等
の
購
入

と
は
。
物
品
な
ど
は
一
般

会
計
で
購
入
し
な
い
の
か
。

答

　基
金
を
活
用
し
購
入
す

る
も
の
と
、
一
般
会
計
予

算
で
購
入
す
る
も
の
は
区

別
す
る
。

問

　ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

答

　町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
子
ど
も
の
保
育
環
境
整

備
に
関
す
る
事
業
」
の
項

目
を
入
れ
、
Ｐ
Ｒ
す
る
。

問

　寄
付
者
か
ら
使
い
方
の

希
望
は
あ
る
か
。

答

　具
体
的
な
指
定
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
た

め
に
、
と
い
う
意
向
で
あ

る
。

問

　対
象
の
子
ど
の
年
齢
は
。

答

　０
歳
か
ら
18
歳
で
あ
る
。

討

　論【
鈴
木
京
子
議
員
】

　子
ど
も
た
ち
の
事
業
を
充

実
さ
せ
る
教
育
費
を
寄
付
や

ふ
る
さ
と
納
税
に
頼
る
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
す
る
。

賛
　成

【
坂
田
よ
う
子
議
員
】

　ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
寄
付

金
が
あ
っ
た
場
合
、
入
れ
て

お
く
と
こ
ろ
が
必
要
で
あ
る
。

反
　対

【
柴
崎

　茂
議
員
】

　子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
か

か
る
も
の
は
一
般
会
計
予
算

で
処
理
す
べ
き
。
現
状
の
学

級
費
で
さ
え
十
分
に
賄
え
な

い
の
だ
か
ら
、
不
足
し
て
い

る
と
こ
ろ
へ
充
て
る
べ
き
。

【
渡
辺
順
子
議
員
】

　子
育
て
で
選
ば
れ
る
町
を

目
指
し
て
い
る
な
ら
、
子
育

て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
使
い
方
を
す
べ
き
。
こ
れ

は
一
般
会
計
で
処
理
で
き
る

内
容
で
あ
る
。

　
平
成
28
年
度
に
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
寄
せ
ら
れ
た

520
万
円
の
寄
付
金
を
原
資
に
、

「
大
磯
町
子
ど
も
基
金
条

例
」
を
制
定
し
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
に
あ

ふ
れ
、
未
来
に
夢
と
希
望
を

も
ち
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し

く
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環

境
の
整
備
を
図
る
も
の
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
も

合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

基金を活用する事業

１．子どもの自主的な活動への支援

２．講座、講習、研修会の開催

３．文化、芸能、祭礼などの活動への補助

及び助成

４．備品、物品等の購入

５．その他町長が必要と認めたもの

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　2016年のノーベル生理学・医学賞

を受賞された功績を称え、大磯町で

は12人目の名誉町民の称号が贈られ

ます。

（平成21年３月から大磯町在住）

次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め

大
磯
町
子
ど
も
基
金
を
創
設

（東京工業大学より写真提供）

大隅良典氏に

名誉町民の称号を

議
案
審
議

補
正
予
算

審
議
結
果
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問

　選
定
さ
れ
た
事
業
者
に

対
す
る
外
部
識
者
の
講
評

に
、
「
財
務
安
定
性
か
ら

注
意
を
要
す
る
」
と
あ
る

理
由
は
。
ま
た
、
町
は
ど

の
よ
う
に
注
意
す
る
か
。

答

　事
業
収
入
が
計
画
通
り

に
な
ら
な
い
場
合
、
費
用

を
負
担
す
る
代
表
企
業
の

経
営
状
態
を
心
配
し
た
。

　
　月
１
回
の
４
事
業
者
に

よ
る
共
同
会
議
や
、
２
年

に
１
回
の
選
定
等
委
員
会

で
リ
ス
ク
の
な
い
よ
う
注

意
す
る
。

問

　道
具
を
使
用
す
る
事
業

で
修
繕
が
発
生
し
た
場
合
、

修
繕
費
は
事
業
者
の
責
任

で
支
払
わ
れ
る
も
の
か
。

答

　10
万
円
以
内
の
軽
微
な

も
の
は
事
業
者
が
負
担
す

る
。
事
業
で
発
生
し
た
場

合
の
対
応
は
、
事
業
者
と

話
を
つ
め
て
い
く
。

問

　ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
て
る
が

さ
き
の
規
模
か
ら
、
ハ
ヤ

シ
グ
ル
ー
プ
の
提
案
が
ふ

さ
わ
し
い
気
が
す
る
。
選

定
事
業
者
の
事
業
が
失
敗

し
た
場
合
、
町
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
に
な
ら
な
い

か
懸
念
す
る
が
。

答

　各
企
業
が
得
意
分
野
を

活
か
し
運
営
す
る
こ
と
が

原
則
で
あ
る
。
共
同
会
議

で
そ
れ
ぞ
れ
が
課
題
抽
出

や
よ
り
よ
い
運
営
方
法
の

提
案
を
行
い
、
持
続
可
能

な
運
営
を
図
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
の
で
、
町
と

し
て
は
期
待
す
る
。

問

　指
定
管
理
に
す
る
の
は
、

み
な
と
オ
ア
シ
ス
全
体
を

見
据
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
が
い
い
の
で

は
な
い
か
。

答

　港
を
中
心
に
活
動
す
る

団
体
と
も
協
力
し
、
港
を

拠
点
に
町
全
体
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
と
提
案
が
あ

る
。
指
定
管
理
者
と
連
携

し
て
み
な
と
オ
ア
シ
ス
事

業
を
進
め
る
。

討

　論

反
　対 

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　こ
の
提
案
は
魅
力
的
で
、
き
ち
ん
と
遂
行
さ
れ
る
よ
う
に
町

が
考
え
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
た
が
、
ま
だ
具
体
的
に
な
っ

て
い
な
い
み
な
と
オ
ア
シ
ス
あ
り
き
で
話
を
進
め
て
い
る
部
分

が
納
得
で
き
な
い
。

　
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
て
る
が
さ

き
の
指
定
管
理
者
を
民
間
企

業
４
社
で
構
成
す
る
「
ポ
ー

ト
ハ
ウ
ス
て
る
が
さ
き
利
活

用
事
業
運
営
共
同
事
業
体
」

に
指
定
し
、
大
磯
港
及
び
周

辺
の
海
浜
地
域
の
利
便
性
の

向
上
、
町
内
周
遊
の
起
点
と

し
、
活
用
機
会
を
創
出
す
る
。

　
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定

等
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
き

選
定
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は

　公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を
民
間
事
業
者
の
専
門
的
な

知
識
・
経
験
に
よ
り
、
施
設
の
特
徴
を
活
か
し
た
利
活
用
、

効
率
的
な
施
設
の
維
持
管
理
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
を

図
る
た
め
、
民
間
事
業
者
等
に
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
。

ポートハウスてるがさき

平成29年４月から�指定管理へ
­申請があった２団体の比較

ポートハウスてるがさき

利活用事業運営共同事業体
ハヤシグループ

構成

団体

㈱ピースフル

㈱武翔総合管理

スポーツインテリジェンス㈱

日本リコメンド㈱

㈱ハヤシ

㈱林水泳教室

利活用

事業

・水泳教室（プール開設期間外）

・アクアビクス教室

・ＳＵＰヨガ教室

・�カヌーやオープンウォーター

の選手育成を行う団体の練習

会の誘致

・�照ヶ崎海岸ボランティアパト

ロール（夏季）

・ＳＮＳによる情報発信

・�空きスペースを利用した休憩

所の開設

・無料Wi-Fiスポットの設置

・子ども水泳教室

・成人向け水泳教室

・アクアウォーキング教室

・血圧測定器の設置

・�観光＆サイクリングマップ

の設置

・�エコキャップ活動・海掃活

動

・�ラジオ体操＆大磯町オリジ

ナル体操

・大磯港漁業体験イベント

・シュノーケル体験会

・ヨガ教室

平成29年度計画

指定

管理料
13,395千円 12,897千円

利用料

金収入
4,530千円 3,673千円

事業

収入
2,628千円 257千円
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問

　基
金
を
活
用
す
る
事
業

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答

　具
体
的
な
事
業
は
、
平

成
29
年
度
以
降
の
予
算
へ

計
上
す
る
の
で
、
予
算
審

議
や
補
正
予
算
で
審
議
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問

　他
市
町
で
は
、
独
自
で

貧
困
家
庭
へ
の
補
助
や
育

英
資
金
の
よ
う
な
使
い
方

を
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ

う
な
も
の
に
発
展
さ
せ
る

考
え
は
あ
る
か
。

答

　原
資
が
増
え
た
ら
再
度

検
討
す
る
。

問

　備
品
、
物
品
等
の
購
入

と
は
。
物
品
な
ど
は
一
般

会
計
で
購
入
し
な
い
の
か
。

答

　基
金
を
活
用
し
購
入
す

る
も
の
と
、
一
般
会
計
予

算
で
購
入
す
る
も
の
は
区

別
す
る
。

問

　ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

答

　町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
子
ど
も
の
保
育
環
境
整

備
に
関
す
る
事
業
」
の
項

目
を
入
れ
、
Ｐ
Ｒ
す
る
。

問

　寄
付
者
か
ら
使
い
方
の

希
望
は
あ
る
か
。

答

　具
体
的
な
指
定
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
た

め
に
、
と
い
う
意
向
で
あ

る
。

問

　対
象
の
子
ど
の
年
齢
は
。

答

　０
歳
か
ら
18
歳
で
あ
る
。

討

　論【
鈴
木
京
子
議
員
】

　子
ど
も
た
ち
の
事
業
を
充

実
さ
せ
る
教
育
費
を
寄
付
や

ふ
る
さ
と
納
税
に
頼
る
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
す
る
。

賛
　成

【
坂
田
よ
う
子
議
員
】

　ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
寄
付

金
が
あ
っ
た
場
合
、
入
れ
て

お
く
と
こ
ろ
が
必
要
で
あ
る
。

反
　対

【
柴
崎

　茂
議
員
】

　子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
か

か
る
も
の
は
一
般
会
計
予
算

で
処
理
す
べ
き
。
現
状
の
学

級
費
で
さ
え
十
分
に
賄
え
な

い
の
だ
か
ら
、
不
足
し
て
い

る
と
こ
ろ
へ
充
て
る
べ
き
。

【
渡
辺
順
子
議
員
】

　子
育
て
で
選
ば
れ
る
町
を

目
指
し
て
い
る
な
ら
、
子
育

て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
使
い
方
を
す
べ
き
。
こ
れ

は
一
般
会
計
で
処
理
で
き
る

内
容
で
あ
る
。

　
平
成
28
年
度
に
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
寄
せ
ら
れ
た

520
万
円
の
寄
付
金
を
原
資
に
、

「
大
磯
町
子
ど
も
基
金
条

例
」
を
制
定
し
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
に
あ

ふ
れ
、
未
来
に
夢
と
希
望
を

も
ち
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し

く
成
長
で
き
る
よ
う
教
育
環

境
の
整
備
を
図
る
も
の
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
も

合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

基金を活用する事業

１．子どもの自主的な活動への支援

２．講座、講習、研修会の開催

３．文化、芸能、祭礼などの活動への補助

及び助成

４．備品、物品等の購入

５．その他町長が必要と認めたもの

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　2016年のノーベル生理学・医学賞

を受賞された功績を称え、大磯町で

は12人目の名誉町民の称号が贈られ

ます。

（平成21年３月から大磯町在住）

次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め

大
磯
町
子
ど
も
基
金
を
創
設

（東京工業大学より写真提供）

大隅良典氏に

名誉町民の称号を

議
案
審
議

補
正
予
算

審
議
結
果

陳

　
　情

一
般
質
問

議
会
報
告
会

行
政
視
察

5
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問

　選
定
さ
れ
た
事
業
者
に

対
す
る
外
部
識
者
の
講
評

に
、
「
財
務
安
定
性
か
ら

注
意
を
要
す
る
」
と
あ
る

理
由
は
。
ま
た
、
町
は
ど

の
よ
う
に
注
意
す
る
か
。

答

　事
業
収
入
が
計
画
通
り

に
な
ら
な
い
場
合
、
費
用

を
負
担
す
る
代
表
企
業
の

経
営
状
態
を
心
配
し
た
。

　
　月
１
回
の
４
事
業
者
に

よ
る
共
同
会
議
や
、
２
年

に
１
回
の
選
定
等
委
員
会

で
リ
ス
ク
の
な
い
よ
う
注

意
す
る
。

問

　道
具
を
使
用
す
る
事
業

で
修
繕
が
発
生
し
た
場
合
、

修
繕
費
は
事
業
者
の
責
任

で
支
払
わ
れ
る
も
の
か
。

答

　10
万
円
以
内
の
軽
微
な

も
の
は
事
業
者
が
負
担
す

る
。
事
業
で
発
生
し
た
場

合
の
対
応
は
、
事
業
者
と

話
を
つ
め
て
い
く
。

問

　ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
て
る
が

さ
き
の
規
模
か
ら
、
ハ
ヤ

シ
グ
ル
ー
プ
の
提
案
が
ふ

さ
わ
し
い
気
が
す
る
。
選

定
事
業
者
の
事
業
が
失
敗

し
た
場
合
、
町
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
に
な
ら
な
い

か
懸
念
す
る
が
。

答

　各
企
業
が
得
意
分
野
を

活
か
し
運
営
す
る
こ
と
が

原
則
で
あ
る
。
共
同
会
議

で
そ
れ
ぞ
れ
が
課
題
抽
出

や
よ
り
よ
い
運
営
方
法
の

提
案
を
行
い
、
持
続
可
能

な
運
営
を
図
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
の
で
、
町
と

し
て
は
期
待
す
る
。

問

　指
定
管
理
に
す
る
の
は
、

み
な
と
オ
ア
シ
ス
全
体
を

見
据
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
が
い
い
の
で

は
な
い
か
。

答

　港
を
中
心
に
活
動
す
る

団
体
と
も
協
力
し
、
港
を

拠
点
に
町
全
体
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
と
提
案
が
あ

る
。
指
定
管
理
者
と
連
携

し
て
み
な
と
オ
ア
シ
ス
事

業
を
進
め
る
。

討

　論

反
　対 

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　こ
の
提
案
は
魅
力
的
で
、
き
ち
ん
と
遂
行
さ
れ
る
よ
う
に
町

が
考
え
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
た
が
、
ま
だ
具
体
的
に
な
っ

て
い
な
い
み
な
と
オ
ア
シ
ス
あ
り
き
で
話
を
進
め
て
い
る
部
分

が
納
得
で
き
な
い
。

　
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
て
る
が
さ

き
の
指
定
管
理
者
を
民
間
企

業
４
社
で
構
成
す
る
「
ポ
ー

ト
ハ
ウ
ス
て
る
が
さ
き
利
活

用
事
業
運
営
共
同
事
業
体
」

に
指
定
し
、
大
磯
港
及
び
周

辺
の
海
浜
地
域
の
利
便
性
の

向
上
、
町
内
周
遊
の
起
点
と

し
、
活
用
機
会
を
創
出
す
る
。

　
指
定
管
理
者
候
補
者
選
定

等
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
き

選
定
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は

　公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を
民
間
事
業
者
の
専
門
的
な

知
識
・
経
験
に
よ
り
、
施
設
の
特
徴
を
活
か
し
た
利
活
用
、

効
率
的
な
施
設
の
維
持
管
理
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
を

図
る
た
め
、
民
間
事
業
者
等
に
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
。

ポートハウスてるがさき

平成29年４月から�指定管理へ
­申請があった２団体の比較

ポートハウスてるがさき

利活用事業運営共同事業体
ハヤシグループ

構成

団体

㈱ピースフル

㈱武翔総合管理

スポーツインテリジェンス㈱

日本リコメンド㈱

㈱ハヤシ

㈱林水泳教室

利活用

事業

・水泳教室（プール開設期間外）

・アクアビクス教室

・ＳＵＰヨガ教室

・�カヌーやオープンウォーター

の選手育成を行う団体の練習

会の誘致

・�照ヶ崎海岸ボランティアパト

ロール（夏季）

・ＳＮＳによる情報発信

・�空きスペースを利用した休憩

所の開設

・無料Wi-Fiスポットの設置

・子ども水泳教室

・成人向け水泳教室

・アクアウォーキング教室

・血圧測定器の設置

・�観光＆サイクリングマップ

の設置

・�エコキャップ活動・海掃活

動

・�ラジオ体操＆大磯町オリジ

ナル体操

・大磯港漁業体験イベント

・シュノーケル体験会

・ヨガ教室

平成29年度計画

指定

管理料
13,395千円 12,897千円

利用料

金収入
4,530千円 3,673千円

事業

収入
2,628千円 257千円
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町
は
、
社
会
福
祉
法
人
「
お
お
い
そ
福
祉
会
」
に
対
し
、
法
人
が
占
有
し
使
用
す
る
大
磯
町
横
溝

千
鶴
子
記
念
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
部
分
の
明
け
渡
し
と
、
平
成
28
年
11
月
１
日
か
ら
明
け
渡
し

に
至
る
ま
で
の
賃
料
相
当
の
損
害
金
の
支
払
い
の
訴
え
を
起
こ
す
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
故

横
溝
千
鶴
子
氏
か
ら
の
寄
付

金
で
町
が
建
設
し
、
平
成
15

年
に
開
設
し
た
。
２
階
部
分

は
当
初
か
ら
お
お
い
そ
福
祉

会
が
運
営
す
る
「
か
た
つ
む

り
の
家
」
が
使
用
し
て
い
る
。

　平
成
23
年
以
降
、
町
は
お

お
い
そ
福
祉
会
と
賃
料
や
使

用
期
間
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
き
た
が
意
見
に
隔
た
り
が

問

　賃
料
相
当
の
損
害
金
の

算
定
根
拠
は
。

答

　不
動
産
鑑
定
で
、
月

43
万
円
の
評
価
が
あ
っ
た
。

問

　お
お
い
そ
福
祉
会
に
占

有
許
可
を
出
し
た
こ
と
が

あ
る
か
。

答

　開
設
時
に
２
階
の
作
業

ス
ペ
ー
ス
、
厨
房
、
食
堂

の
利
用
許
可
を
出
し
た
。

問

　覚
書
の
起
案
は
誰
で
、

不
備
は
い
つ
分
か
っ
た
か
。

答

　起
案
は
町
で
、
不
備
は

平
成
28
年
４
月
に
判
明
。

問

　実
費
な
ど
の
支
払
い
は
。

答

　年
200
万
円
の
光
熱
水
費

の
支
払
い
が
あ
る
。
そ
の

他
、
平
成
26
年
度
ま
で
は

20
万
円
の
修
繕
積
立
金
の

寄
付
が
あ
っ
た
。

問

　和
解
に
対
す
る
町
の
考

え
は
。

答

　お
互
い
に
す
み
や
か
に

ま
と
ま
っ
て
、
理
解
が
で

き
る
な
ら
顧
問
弁
護
士
に

ま
と
め
て
も
ら
う
。

あ
り
、
平
成
27
年
７
月
29
日

付
で
、
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
に
２
階
部
分
を
明
け
渡

す
よ
う
求
め
た
。

　一
方
、
平
成
22
年
に
交
わ

し
た
覚
書
に
不
備
が
発
覚
し

た
た
め
、
期
限
を
１
年
延
長

し
た
が
、
お
お
い
そ
福
祉
会

か
ら
は
さ
ら
に
期
限
延
長
の

希
望
が
あ
り
、
期
限
ま
で
の

返
却
が
不
可
能
と
判
断
し
た
。

反
　対

【
渡
辺
順
子
議
員
】

　こ
の
議
決
は
議
会
と
し
て

重
い
責
任
が
あ
る
。
議
会
は
、

町
の
言
い
分
だ
け
で
な
く
福

祉
会
か
ら
も
話
を
聞
く
べ
き

だ
。
こ
れ
か
ら
土
地
を
探
し

て
建
物
を
建
て
よ
う
と
し
て

い
る
上
に
損
害
金
を
払
え
ば

さ
ら
に
経
済
的
な
負
担
が
か

か
る
。
か
た
つ
む
り
の
家
に

通
っ
て
い
る
方
や
保
護
者
の

不
安
は
計
り
知
れ
な
い
。

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　支
え
合
い
、
助
け
合
い
の

精
神
で
多
額
の
寄
付
を
し
て

施
設
を
つ
く
っ
た
横
溝
さ
ん

が
、
裁
判
で
し
か
解
決
で
き

な
い
今
の
状
態
を
知
っ
た
ら

ど
ん
な
ふ
う
に
思
わ
れ
る
か

考
え
る
と
、
本
当
に
情
け
な

い
。
か
た
つ
む
り
の
家
の
利

用
者
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
議
会
が
賛

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
居

場
所
を
失
わ
せ
て
は
な
ら
な

い
。

【
玉
虫
志
保
実
議
員
】

　福
祉
会
は
見
合
っ
た
使
用

料
で
あ
れ
ば
支
払
う
気
持
ち

は
あ
る
こ
と
が
記
録
に
あ
る
。

覚
書
に
基
づ
く
貸
付
が
不
備

な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
そ
れ
に

気
が
付
か
な
か
っ
た
町
の
不

備
で
あ
る
。
福
祉
会
は
、
建

物
を
町
か
ら
無
償
貸
与
さ
れ

る
こ
と
で
特
例
と
し
て
法
人

の
許
可
が
下
り
て
い
る
。
福

祉
会
の
50
人
の
利
用
者
に
も

う
少
し
時
間
を
あ
げ
た
い
。

賛
　成

【
関

　威
國
議
員
】

　横
溝
さ
ん
は
障
が
い
者
福

祉
の
増
進
と
福
祉
活
動
の
育

成
発
展
の
た
め
に
寄
付
を
さ

れ
た
。
皆
さ
ん
が
仲
良
く
施

設
を
使
う
の
は
横
溝
さ
ん
の

思
い
に
叶
っ
て
い
る
。
設
立

か
ら
10
年
以
上
排
他
的
継
続

的
使
用
が
続
い
て
い
る
。
話

し
合
い
が
決
着
し
な
い
な
ら

裁
判
に
訴
え
る
の
も
や
む
を

得
な
い
。

討

　論

「おおいそ福祉会」に

を求める訴え

障害福祉センター２階にある「かたつむりの家」

建物明け渡しと損害賠償
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国
民
健
康
保
険
財
政
は
加
入
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
医
療
給
付
費
が

年
々
増
加
し
て
い
る
一
方
、
加
入
者
の
減
少
に
伴
い
、
歳
入
の
根
幹
と
な

る
国
民
健
康
保
険
税
収
入
は
減
少
し
、
一
般
財
源
か
ら
補
て
ん
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
健
全
化
を
図
る
た

め
に
保
険
税
率
の
引
き
上
げ
な
ど
を
行
う
も
の
。

　平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に

よ
り
、
運
営
主
体
が
都
道
府

県
単
位
と
な
る
。

　神
奈
川
県
で
は
、
所
得

割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
３

方
式
に
よ
る
賦
課
方
式
を
採

用
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30

年
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を

目
指
し
、
医
療
給
付
費
分
の

資
産
割
は
廃
止
す
る
。

　ま
た
、
今
回
の
改
正
の
対

象
期
間
は
平
成
29
年
度
の
み

で
あ
る
。

反
　対

【
柴
崎

　茂
議
員
】

　資
産
割
を
な
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
資
産
を
持
ち
続
け

る
人
が
多
く
な
れ
ば
、
土
地
の
値
段
は
平
準
化
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
国
の
改
革
は
進
ま
な
い
の
に
、
国
保

税
が
高
く
な
れ
ば
、
年
金
も
払
え
な
い
人
が
出
て
き
て
、

さ
ら
に
生
活
保
護
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
悪
循

環
の
象
徴
で
あ
り
、
絶
対
反
対
す
る
。

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　国
保
税
は
住
民
税
と
違
い
、
税
額
の
計
算
で
使
用
す

る
「
所
得
」
に
は
、
適
用
さ
れ
る
所
得
控
除
が
ほ
と
ん

ど
な
く
生
活
実
態
と
程
遠
い
制
度
に
な
っ
て
い
る
。
資

産
が
な
く
借
家
住
ま
い
の
世
帯
は
値
上
が
り
し
て
し
ま

う
。
低
所
得
者
へ
の
軽
減
が
取
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

過
酷
な
制
度
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

賛
　成

【
清
田
文
雄
議
員
】

　平
成
26
年
度
に
、
保
険
料
を
9.3
％
大
幅
に
引
き
上
げ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
27
年
度
は
一
般
会
計
か
ら

約
１
億
４
千
700
万
円
を
繰
入
れ
補
て
ん
し
て
い
る
。
今

回
の
3.1
％
引
き
上
げ
の
答
申
が
あ
っ
た
こ
と
は
や
む
を

得
な
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

討　論

国
保
税
引
き
上
げ
案
を
可
決

税率・税額の改正内容

区　分 所得割 資産割
均等割

（円／人）

平等割

（円／世帯）

医 療 給 付 費 分
現　行 5.6％ 1０％ 20,400� 25,000

改正後 5.7％ 廃止 22,000 27,000

後期高齢者支援金分
現　行 2.2％ ― 9,900 ―

改正後 2.5％ ― 11,000 ―

介 護 納 付 金 分
現　行 1.8％ ― 10,000 ―

改正後 2.1％ ― 11,500 ―

国民健康保険税率等の改正による財政への影響

医療給付費分
後期高齢者

支援金分
介護納付金分 合　計

一般会計

法定外繰入額

必要額 ６億3,046万円 ３億 105万円 9,463万円 １０億2,614万円 ―

現　行 ６億3,606万円 ２億1,117万円 6,355万円 　９億1,078万円 １億1,536万円

改正後 ６億3,107万円 ２億3,507万円 7,267万円 　９億3,881万円 　　8,733万円

平成28年８月1日現在の加入状況から試算� ※１万円未満は四捨五入
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町
は
、
社
会
福
祉
法
人
「
お
お
い
そ
福
祉
会
」
に
対
し
、
法
人
が
占
有
し
使
用
す
る
大
磯
町
横
溝

千
鶴
子
記
念
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
部
分
の
明
け
渡
し
と
、
平
成
28
年
11
月
１
日
か
ら
明
け
渡
し

に
至
る
ま
で
の
賃
料
相
当
の
損
害
金
の
支
払
い
の
訴
え
を
起
こ
す
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
故

横
溝
千
鶴
子
氏
か
ら
の
寄
付

金
で
町
が
建
設
し
、
平
成
15

年
に
開
設
し
た
。
２
階
部
分

は
当
初
か
ら
お
お
い
そ
福
祉

会
が
運
営
す
る
「
か
た
つ
む

り
の
家
」
が
使
用
し
て
い
る
。

　平
成
23
年
以
降
、
町
は
お

お
い
そ
福
祉
会
と
賃
料
や
使

用
期
間
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
き
た
が
意
見
に
隔
た
り
が

問

　賃
料
相
当
の
損
害
金
の

算
定
根
拠
は
。

答

　不
動
産
鑑
定
で
、
月

43
万
円
の
評
価
が
あ
っ
た
。

問

　お
お
い
そ
福
祉
会
に
占

有
許
可
を
出
し
た
こ
と
が

あ
る
か
。

答

　開
設
時
に
２
階
の
作
業

ス
ペ
ー
ス
、
厨
房
、
食
堂

の
利
用
許
可
を
出
し
た
。

問

　覚
書
の
起
案
は
誰
で
、

不
備
は
い
つ
分
か
っ
た
か
。

答

　起
案
は
町
で
、
不
備
は

平
成
28
年
４
月
に
判
明
。

問

　実
費
な
ど
の
支
払
い
は
。

答

　年
200
万
円
の
光
熱
水
費

の
支
払
い
が
あ
る
。
そ
の

他
、
平
成
26
年
度
ま
で
は

20
万
円
の
修
繕
積
立
金
の

寄
付
が
あ
っ
た
。

問

　和
解
に
対
す
る
町
の
考

え
は
。

答

　お
互
い
に
す
み
や
か
に

ま
と
ま
っ
て
、
理
解
が
で

き
る
な
ら
顧
問
弁
護
士
に

ま
と
め
て
も
ら
う
。

あ
り
、
平
成
27
年
７
月
29
日

付
で
、
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
に
２
階
部
分
を
明
け
渡

す
よ
う
求
め
た
。

　一
方
、
平
成
22
年
に
交
わ

し
た
覚
書
に
不
備
が
発
覚
し

た
た
め
、
期
限
を
１
年
延
長

し
た
が
、
お
お
い
そ
福
祉
会

か
ら
は
さ
ら
に
期
限
延
長
の

希
望
が
あ
り
、
期
限
ま
で
の

返
却
が
不
可
能
と
判
断
し
た
。

反
　対

【
渡
辺
順
子
議
員
】

　こ
の
議
決
は
議
会
と
し
て

重
い
責
任
が
あ
る
。
議
会
は
、

町
の
言
い
分
だ
け
で
な
く
福

祉
会
か
ら
も
話
を
聞
く
べ
き

だ
。
こ
れ
か
ら
土
地
を
探
し

て
建
物
を
建
て
よ
う
と
し
て

い
る
上
に
損
害
金
を
払
え
ば

さ
ら
に
経
済
的
な
負
担
が
か

か
る
。
か
た
つ
む
り
の
家
に

通
っ
て
い
る
方
や
保
護
者
の

不
安
は
計
り
知
れ
な
い
。

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　支
え
合
い
、
助
け
合
い
の

精
神
で
多
額
の
寄
付
を
し
て

施
設
を
つ
く
っ
た
横
溝
さ
ん

が
、
裁
判
で
し
か
解
決
で
き

な
い
今
の
状
態
を
知
っ
た
ら

ど
ん
な
ふ
う
に
思
わ
れ
る
か

考
え
る
と
、
本
当
に
情
け
な

い
。
か
た
つ
む
り
の
家
の
利

用
者
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
議
会
が
賛

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
居

場
所
を
失
わ
せ
て
は
な
ら
な

い
。

【
玉
虫
志
保
実
議
員
】

　福
祉
会
は
見
合
っ
た
使
用

料
で
あ
れ
ば
支
払
う
気
持
ち

は
あ
る
こ
と
が
記
録
に
あ
る
。

覚
書
に
基
づ
く
貸
付
が
不
備

な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
そ
れ
に

気
が
付
か
な
か
っ
た
町
の
不

備
で
あ
る
。
福
祉
会
は
、
建

物
を
町
か
ら
無
償
貸
与
さ
れ

る
こ
と
で
特
例
と
し
て
法
人

の
許
可
が
下
り
て
い
る
。
福

祉
会
の
50
人
の
利
用
者
に
も

う
少
し
時
間
を
あ
げ
た
い
。

賛
　成

【
関

　威
國
議
員
】

　横
溝
さ
ん
は
障
が
い
者
福

祉
の
増
進
と
福
祉
活
動
の
育

成
発
展
の
た
め
に
寄
付
を
さ

れ
た
。
皆
さ
ん
が
仲
良
く
施

設
を
使
う
の
は
横
溝
さ
ん
の

思
い
に
叶
っ
て
い
る
。
設
立

か
ら
10
年
以
上
排
他
的
継
続

的
使
用
が
続
い
て
い
る
。
話

し
合
い
が
決
着
し
な
い
な
ら

裁
判
に
訴
え
る
の
も
や
む
を

得
な
い
。

討

　論

「おおいそ福祉会」に

を求める訴え

障害福祉センター２階にある「かたつむりの家」

建物明け渡しと損害賠償

議
案
審
議
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予
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国
民
健
康
保
険
財
政
は
加
入
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
医
療
給
付
費
が

年
々
増
加
し
て
い
る
一
方
、
加
入
者
の
減
少
に
伴
い
、
歳
入
の
根
幹
と
な

る
国
民
健
康
保
険
税
収
入
は
減
少
し
、
一
般
財
源
か
ら
補
て
ん
し
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
健
全
化
を
図
る
た

め
に
保
険
税
率
の
引
き
上
げ
な
ど
を
行
う
も
の
。

　平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に

よ
り
、
運
営
主
体
が
都
道
府

県
単
位
と
な
る
。

　神
奈
川
県
で
は
、
所
得

割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
３

方
式
に
よ
る
賦
課
方
式
を
採

用
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30

年
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を

目
指
し
、
医
療
給
付
費
分
の

資
産
割
は
廃
止
す
る
。

　ま
た
、
今
回
の
改
正
の
対

象
期
間
は
平
成
29
年
度
の
み

で
あ
る
。

反
　対

【
柴
崎

　茂
議
員
】

　資
産
割
を
な
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
資
産
を
持
ち
続
け

る
人
が
多
く
な
れ
ば
、
土
地
の
値
段
は
平
準
化
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
国
の
改
革
は
進
ま
な
い
の
に
、
国
保

税
が
高
く
な
れ
ば
、
年
金
も
払
え
な
い
人
が
出
て
き
て
、

さ
ら
に
生
活
保
護
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
悪
循

環
の
象
徴
で
あ
り
、
絶
対
反
対
す
る
。

【
鈴
木
京
子
議
員
】

　国
保
税
は
住
民
税
と
違
い
、
税
額
の
計
算
で
使
用
す

る
「
所
得
」
に
は
、
適
用
さ
れ
る
所
得
控
除
が
ほ
と
ん

ど
な
く
生
活
実
態
と
程
遠
い
制
度
に
な
っ
て
い
る
。
資

産
が
な
く
借
家
住
ま
い
の
世
帯
は
値
上
が
り
し
て
し
ま

う
。
低
所
得
者
へ
の
軽
減
が
取
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

過
酷
な
制
度
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

賛
　成

【
清
田
文
雄
議
員
】

　平
成
26
年
度
に
、
保
険
料
を
9.3
％
大
幅
に
引
き
上
げ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
27
年
度
は
一
般
会
計
か
ら

約
１
億
４
千
700
万
円
を
繰
入
れ
補
て
ん
し
て
い
る
。
今

回
の
3.1
％
引
き
上
げ
の
答
申
が
あ
っ
た
こ
と
は
や
む
を

得
な
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

討　論

国
保
税
引
き
上
げ
案
を
可
決

税率・税額の改正内容

区　分 所得割 資産割
均等割

（円／人）

平等割

（円／世帯）

医 療 給 付 費 分
現　行 5.6％ 1０％ 20,400� 25,000

改正後 5.7％ 廃止 22,000 27,000

後期高齢者支援金分
現　行 2.2％ ― 9,900 ―

改正後 2.5％ ― 11,000 ―

介 護 納 付 金 分
現　行 1.8％ ― 10,000 ―

改正後 2.1％ ― 11,500 ―

国民健康保険税率等の改正による財政への影響

医療給付費分
後期高齢者

支援金分
介護納付金分 合　計

一般会計

法定外繰入額

必要額 ６億3,046万円 ３億 105万円 9,463万円 １０億2,614万円 ―

現　行 ６億3,606万円 ２億1,117万円 6,355万円 　９億1,078万円 １億1,536万円

改正後 ６億3,107万円 ２億3,507万円 7,267万円 　９億3,881万円 　　8,733万円

平成28年８月1日現在の加入状況から試算� ※１万円未満は四捨五入
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答

　町
有
地
、
山
林
や
道
路

な
ど
、
被
害
を
及
ぼ
す
よ

う
な
箇
所
が
発
見
さ
れ
た

場
合
に
は
直
ち
に
対
処
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

　必
要
だ
か
ら
当
初
予
算

で
計
上
し
て
い
た
の
に
、

な
ぜ
継
続
費
で
増
額
補
正

し
な
い
の
か
。

答

　補
正
予
算
に
倍
近
く
の

金
額
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
判

断
し
た
。
も
し
、
増
額
補

正
を
し
た
場
合
で
も
工
事

に
５
カ
月
程
度
か
か
り
、

今
年
度
中
に
工
事
が
完
了

し
な
い
と
見
込
ま
れ
た
た

め
中
止
に
し
た
。

問

　こ
の
よ
う
な
危
険
な
樹

木
が
原
因
と
な
り
、
損
害

賠
償
も
発
生
し
て
い
た
。

危
険
な
所
は
他
に
も
あ
る

と
思
う
が
、
点
検
は
行
っ

て
い
る
の
か
。

　当
初
予
算
で
福
祉
セ
ン

タ
ー
空
調
設
備
の
改
修
工
事

費
１
千
80
万
円
を
見
積
も
っ

て
い
た
が
、
今
年
度
実
施
し

た
設
計
委
託
の
結
果
、
工
事

費
が
予
算
の
倍
近
く
と
な

り
、
工
事
を
中
止
す
る
た
め

減
額
す
る
も
の
。

問

　当
初
予
算
の
見
積
も
り

が
甘
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

答

　今
回
の
設
計
委
託
の
中

で
、
も
と
も
と
考
え
て
い

た
工
事
内
容
の
全
般
的
な

見
直
し
も
必
要
に
な
っ
た
。

再
度
、
次
年
度
以
降
に
お

願
い
を
し
て
い
き
た
い
。

補正予算を可決
平成28年度一般会計補正予算は定例会初日と最終日に２件が提出された。

歳入歳出予算の総額に９千687万８千円を追加し、予算の総額は109億２千180万９千円となった。

審議では、さまざまな事業に対する質疑が活発に行われた。

空
調
設
備
工
事
が
中
止
に

老朽化した空調設備の室外機

樹
木
伐
採
手
数
料

子
ど
も
基
金
積
立
事
業

　高
麗
２
丁
目
の
共
同
墓
地
に
隣
接
す
る
町
有
地
の
樹
木
が
危

険
な
状
況
に
あ
り
、
伐
採
を
行
う
た
め
126
万
８
千
円
を
追
加
す

る
も
の
。

　

　大
磯
町
子
ど
も
基
金
条
例
の
制
定
に
伴
う
新
事
業
。

　平
成
28
年
度
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金

520
万
円
を
子
ど
も
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の
。

問

　４
月
や
５
月
に
い
た
だ

い
た
寄
付
金
は
、
９
月
定

例
会
の
補
正
予
算
で
一
般

会
計
の
寄
付
金
と
し
て
処

理
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

の
か
。

答

　寄
付
金
は
、
特
に
指
定

が
な
い
限
り
、
そ
の
都
度

会
計
処
理
は
行
わ
ず
、
年

度
末
に
処
理
し
て
い
る
。

今
回
は
、
子
ど
も
基
金
と

し
て
き
ち
ん
と
積
み
立
て

て
い
く
と
い
う
趣
旨
で
あ

る
。

平成28年度の寄付金
目的 日付 金額

小学校教育
４月12日 １００万円

10月20日 １００万円

子育て支援

５月23日 １００万円

９月26日 １００万円

９月26日 １００万円

10月20日 ２０万円

審
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　胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸

が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が

ん
の
５
つ
の
が
ん
検
診
の
受

診
申
込
み
が
当
初
予
定
し
て

い
た
人
数
を
上
回
っ
た
た
め
、

そ
の
分
を
追
加
す
る
も
の
。

　債
務
負
担
行
為
と
し
て
、

３
件
の
追
加
補
正
を
行
う
。

内
訳
は
下
表
の
と
お
り
。

問

　債
務
負
担
行
為
は
３
月

議
会
に
出
す
べ
き
も
の
で

は
。
予
算
単
年
度
主
義
の

原
則
と
ど
う
整
合
性
を
と

る
の
か
。

答

　納
期
に
時
間
が
か
か
る

も
の
な
ど
は
、
4
月
１
日

か
ら
事
業
を
開
始
で
き
る

よ
う
、
債
務
負
担
を
組
み
、

議
会
の
議
決
を
得
て
執
行

す
る
こ
と
に
な
る
。

問

　ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
て
る
が

さ
き
の
指
定
管
理
者
の
指

定
は
、
最
初
か
ら
可
決
す

る
と
見
込
ん
で
補
正
予
算

に
入
れ
た
の
か
。

答

　当
然
、
議
会
の
議
決
が

前
提
と
な
る
が
、
同
じ
会

期
中
で
あ
っ
て
も
地
方
自

治
法
上
の
問
題
は
な
い
。

反
　対

【
渡
辺
順
子
議
員
】

　今
回
の
補
正
予
算
で
理
解

で
き
る
内
容
も
あ
る
が
、
債

務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、

そ
の
た
め
に
３
月
議
会
を
早

め
て
２
月
に
開
催
し
て
い
る
。

ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
て
る
が
さ
き

の
「
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
」
に
も
反
対
な
の
で
、

こ
こ
で
６
千
600
万
の
補
正
予

算
を
組
む
こ
と
は
承
服
し
か

ね
る
た
め
反
対
す
る
。

平成28年度各会計補正予算

会計別 歳入歳出予算

　一般会計
　　　　（第３号）
　　　　（第４号）

109 億 2,181 万円
（7,838 万円を追加補正）
（1,850 万円を追加補正）

　国民健康保険事業
特別会計（第２号）

47 億 4,550 万円
（294 万円を減額補正）

　後期高齢者医療
特別会計（第２号）

８億 9,517 万円
（474 万円を追加補正）

　介護保険事業　　
特別会計（第２号）

30 億 2,990 万円
（1,583 万円を減額補正）

　下水道事業
特別会計（第２号）

18 億 1,870 万円
（885 万円を追加補正）

平成28年度一般会計補正予算（第３号・第４号）の主な内容

歳　入

空調工事中止に伴う繰入金の減 △ 1,080 万円

大磯小学校卒業生からの寄付金 　10 万円

子育てに対する寄付金 320 万円

小学校教育に対する寄付金 　200 万円

歳　出

空調設備工事中止による減 △ 1,080 万円

樹木伐採手数料 127 万円

子ども基金への積立事業 520 万円

学校図書購入費 10 万円　　

イノシシ捕獲手数料 100 万円

※１万円未満は、四捨五入

学
校
図
書
購
入
費

債
務
負
担
行
為

イ
ノ
シ
シ捕獲

手
数
料

が
ん
検
診推

進
事
業

　大
磯
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、
同
校
卒
業
生
か
ら

10
万
円
の
寄
付
金
を
い
た
だ

い
た
た
め
、
図
書
を
購
入
す

る
も
の
。

　イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
手
数
料

と
し
て
、
過
去
の
実
績
に
基

づ
き
、
当
初
予
算
で
70
頭
分

を
計
上
し
て
い
た
が
、
11
月

14
日
の
段
階
で
134
頭
を
捕
獲

し
て
い
る
。
既
に
予
定
数
を

上
回
っ
て
い
る
た
め
、
今
ま

で
の
割
合
等
か
ら
70
頭
の
1.5

倍
の
100
頭
分
、
100
万
円
を
追

加
す
る
も
の
。

債務負担行為の項目

本庁舎等維持管理事業

（本庁舎電話交換設備ほか借上料）

平成 29 年度

～

平成 35 年度
1,624 万円

都市交通推進事業

（乗合タクシー運行委託料）
平成 29 年度 　159 万円

ポートハウスてるがさき管理運営事業

（指定管理委託料）

平成 29 年度

～

平成 33 年度
6,698 万円

※１万円未満は、四捨五入

債
務
負
担
行
為
と
は

　予
算
は
単
年
度
で
完
結

す
る
の
が
原
則
だ
が
、
１

つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年

度
で
終
了
せ
ず
に
後
の
年

度
に
お
い
て
も
「
負
担
＝

支
出
」
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
後
の
年
度
の
債
務

を
約
束
す
る
こ
と
を
予
算

で
決
め
て
お
く
こ
と
。

討
論

一

般

会

計
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答

　町
有
地
、
山
林
や
道
路

な
ど
、
被
害
を
及
ぼ
す
よ

う
な
箇
所
が
発
見
さ
れ
た

場
合
に
は
直
ち
に
対
処
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

　必
要
だ
か
ら
当
初
予
算

で
計
上
し
て
い
た
の
に
、

な
ぜ
継
続
費
で
増
額
補
正

し
な
い
の
か
。

答

　補
正
予
算
に
倍
近
く
の

金
額
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
判

断
し
た
。
も
し
、
増
額
補

正
を
し
た
場
合
で
も
工
事

に
５
カ
月
程
度
か
か
り
、

今
年
度
中
に
工
事
が
完
了

し
な
い
と
見
込
ま
れ
た
た

め
中
止
に
し
た
。

問

　こ
の
よ
う
な
危
険
な
樹

木
が
原
因
と
な
り
、
損
害

賠
償
も
発
生
し
て
い
た
。

危
険
な
所
は
他
に
も
あ
る

と
思
う
が
、
点
検
は
行
っ

て
い
る
の
か
。

　当
初
予
算
で
福
祉
セ
ン

タ
ー
空
調
設
備
の
改
修
工
事

費
１
千
80
万
円
を
見
積
も
っ

て
い
た
が
、
今
年
度
実
施
し

た
設
計
委
託
の
結
果
、
工
事

費
が
予
算
の
倍
近
く
と
な

り
、
工
事
を
中
止
す
る
た
め

減
額
す
る
も
の
。

問

　当
初
予
算
の
見
積
も
り

が
甘
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

答

　今
回
の
設
計
委
託
の
中

で
、
も
と
も
と
考
え
て
い

た
工
事
内
容
の
全
般
的
な

見
直
し
も
必
要
に
な
っ
た
。

再
度
、
次
年
度
以
降
に
お

願
い
を
し
て
い
き
た
い
。

補正予算を可決
平成28年度一般会計補正予算は定例会初日と最終日に２件が提出された。

歳入歳出予算の総額に９千687万８千円を追加し、予算の総額は109億２千180万９千円となった。

審議では、さまざまな事業に対する質疑が活発に行われた。

空
調
設
備
工
事
が
中
止
に

老朽化した空調設備の室外機

樹
木
伐
採
手
数
料

子
ど
も
基
金
積
立
事
業

　高
麗
２
丁
目
の
共
同
墓
地
に
隣
接
す
る
町
有
地
の
樹
木
が
危

険
な
状
況
に
あ
り
、
伐
採
を
行
う
た
め
126
万
８
千
円
を
追
加
す

る
も
の
。

　

　大
磯
町
子
ど
も
基
金
条
例
の
制
定
に
伴
う
新
事
業
。

　平
成
28
年
度
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金

520
万
円
を
子
ど
も
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の
。

問

　４
月
や
５
月
に
い
た
だ

い
た
寄
付
金
は
、
９
月
定

例
会
の
補
正
予
算
で
一
般

会
計
の
寄
付
金
と
し
て
処

理
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

の
か
。

答

　寄
付
金
は
、
特
に
指
定

が
な
い
限
り
、
そ
の
都
度

会
計
処
理
は
行
わ
ず
、
年

度
末
に
処
理
し
て
い
る
。

今
回
は
、
子
ど
も
基
金
と

し
て
き
ち
ん
と
積
み
立
て

て
い
く
と
い
う
趣
旨
で
あ

る
。

平成28年度の寄付金
目的 日付 金額

小学校教育
４月12日 １００万円

10月20日 １００万円

子育て支援

５月23日 １００万円

９月26日 １００万円

９月26日 １００万円

10月20日 ２０万円

審
議
結
果

陳

　
　情
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　胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸

が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
頸
が

ん
の
５
つ
の
が
ん
検
診
の
受

診
申
込
み
が
当
初
予
定
し
て

い
た
人
数
を
上
回
っ
た
た
め
、

そ
の
分
を
追
加
す
る
も
の
。

　債
務
負
担
行
為
と
し
て
、

３
件
の
追
加
補
正
を
行
う
。

内
訳
は
下
表
の
と
お
り
。

問

　債
務
負
担
行
為
は
３
月

議
会
に
出
す
べ
き
も
の
で

は
。
予
算
単
年
度
主
義
の

原
則
と
ど
う
整
合
性
を
と

る
の
か
。

答

　納
期
に
時
間
が
か
か
る

も
の
な
ど
は
、
4
月
１
日

か
ら
事
業
を
開
始
で
き
る

よ
う
、
債
務
負
担
を
組
み
、

議
会
の
議
決
を
得
て
執
行

す
る
こ
と
に
な
る
。

問

　ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
て
る
が

さ
き
の
指
定
管
理
者
の
指

定
は
、
最
初
か
ら
可
決
す

る
と
見
込
ん
で
補
正
予
算

に
入
れ
た
の
か
。

答

　当
然
、
議
会
の
議
決
が

前
提
と
な
る
が
、
同
じ
会

期
中
で
あ
っ
て
も
地
方
自

治
法
上
の
問
題
は
な
い
。

反
　対

【
渡
辺
順
子
議
員
】

　今
回
の
補
正
予
算
で
理
解

で
き
る
内
容
も
あ
る
が
、
債

務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、

そ
の
た
め
に
３
月
議
会
を
早

め
て
２
月
に
開
催
し
て
い
る
。

ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
て
る
が
さ
き

の
「
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
」
に
も
反
対
な
の
で
、

こ
こ
で
６
千
600
万
の
補
正
予

算
を
組
む
こ
と
は
承
服
し
か

ね
る
た
め
反
対
す
る
。

平成28年度各会計補正予算

会計別 歳入歳出予算

　一般会計
　　　　（第３号）
　　　　（第４号）

109 億 2,181 万円
（7,838 万円を追加補正）
（1,850 万円を追加補正）

　国民健康保険事業
特別会計（第２号）

47 億 4,550 万円
（294 万円を減額補正）

　後期高齢者医療
特別会計（第２号）

８億 9,517 万円
（474 万円を追加補正）

　介護保険事業　　
特別会計（第２号）

30 億 2,990 万円
（1,583 万円を減額補正）

　下水道事業
特別会計（第２号）

18 億 1,870 万円
（885 万円を追加補正）

平成28年度一般会計補正予算（第３号・第４号）の主な内容

歳　入

空調工事中止に伴う繰入金の減 △ 1,080 万円

大磯小学校卒業生からの寄付金 　10 万円

子育てに対する寄付金 320 万円

小学校教育に対する寄付金 　200 万円

歳　出

空調設備工事中止による減 △ 1,080 万円

樹木伐採手数料 127 万円

子ども基金への積立事業 520 万円

学校図書購入費 10 万円　　

イノシシ捕獲手数料 100 万円

※１万円未満は、四捨五入

学
校
図
書
購
入
費

債
務
負
担
行
為

イ
ノ
シ
シ捕獲

手
数
料

が
ん
検
診推

進
事
業

　大
磯
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、
同
校
卒
業
生
か
ら

10
万
円
の
寄
付
金
を
い
た
だ

い
た
た
め
、
図
書
を
購
入
す

る
も
の
。

　イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
手
数
料

と
し
て
、
過
去
の
実
績
に
基

づ
き
、
当
初
予
算
で
70
頭
分

を
計
上
し
て
い
た
が
、
11
月

14
日
の
段
階
で
134
頭
を
捕
獲

し
て
い
る
。
既
に
予
定
数
を

上
回
っ
て
い
る
た
め
、
今
ま

で
の
割
合
等
か
ら
70
頭
の
1.5

倍
の
100
頭
分
、
100
万
円
を
追

加
す
る
も
の
。

債務負担行為の項目

本庁舎等維持管理事業

（本庁舎電話交換設備ほか借上料）

平成 29 年度

～

平成 35 年度
1,624 万円

都市交通推進事業

（乗合タクシー運行委託料）
平成 29 年度 　159 万円

ポートハウスてるがさき管理運営事業

（指定管理委託料）

平成 29 年度

～

平成 33 年度
6,698 万円

※１万円未満は、四捨五入

債
務
負
担
行
為
と
は

　予
算
は
単
年
度
で
完
結

す
る
の
が
原
則
だ
が
、
１

つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年

度
で
終
了
せ
ず
に
後
の
年

度
に
お
い
て
も
「
負
担
＝

支
出
」
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
後
の
年
度
の
債
務

を
約
束
す
る
こ
と
を
予
算

で
決
め
て
お
く
こ
と
。

討
論

一

般

会

計
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審議に対する各議員の賛否結果一覧表
議
案
番
号

議員名（議席順）　

　議　　案

坂
田
よ
う
子

竹
内
恵
美
子

関
　
　
威
國

三
澤
　
龍
夫

奥
津
　
勝
子

二
宮
加
寿
子

清
田
　
文
雄

玉
虫
志
保
実

片
野
　
哲
生

高
橋
　
英
俊

鈴
木
　
京
子

渡
辺
　
順
子

柴
崎
　
　
茂

吉
川
　
重
雄

結
　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ
番
号

44 大磯町子ども基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ― 可決 ４

45 大磯町郷土資料館条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ― 可決
２
～
３

46 大磯町職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決 －

47 大磯町立幼稚園の教育職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決 －

48 大磯町一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 －

49 大磯町町税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ― 可決 －

50 大磯町国民健康保険税条例の一部を改正する条
例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ― 可決 ７

51 大磯町道路占用料徴収条例の一部を改正する条
例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 －

52 大磯町旧吉田茂邸再建基金条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決 ３

53 訴えの提起について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ― 可決 ６

54 和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 －

55 町道の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 －

56 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ― 可決 ５

57 大磯町名誉町民の称号を贈呈することについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 ４

58 平成28年度大磯町一般会計補正予算（第３
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ― 可決

８
～
９

59 平成28年度大磯町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ― 可決

60 平成28年度大磯町後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決

61 平成28年度大磯町介護保険事業特別会計補正
予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決

62 平成28年度大磯町下水道事業特別会計補正予
算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決

63 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 －

64 平成28年度大磯町一般会計補正予算（第４
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ― 可決

８
～
９

○は賛成　　●は反対　　―は議長が賛否に加わっていない

12月定例会の傍聴者は34人でした。

議会傍聴においでください
3月定例会の日程は、20ぺージをご覧ください。

補
正
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みなさんの請願・陳情はこうなりました
番　号 件　名 提出者 要　旨 付　託

委員会 委員会の意見・結果

第12号

安全・安心の医療・
介護の実現と夜勤交
代制労働の改善につ
いて、国への意見書
提出を求める陳情

神奈川県医療労働組合
連合会
執行委員長　

古岡　孝広

医療体制改善のため、国に
医療従事者増員、夜勤労働
環境改善等の意見書の提出
を求めるもの。

福祉文教

平成26年度より、医療・介
護サービス提供体制改革のた
めの新たな財政支援制度が始
まり、勤務環境改善の事業も
含まれている。　　　　　

趣旨採択
（全員一致）

第13号

介護従事者の勤務環
境改善及び処遇改善
の実現について国へ
の意見書提出を求め
る陳情

神奈川県医療労働組合
連合会
執行委員長　

古岡　孝広

介護現場で働く労働者の処
遇確保は国の責任で行うべ
き。よって、国に介護従事
者の処遇改善等を求める意
見書の提出を求めるもの。

福祉文教

2025年には団塊の世代が75
歳以上となる。充実しなけれ
ばならない問題と考えるが、
国もいま検討している。　　

趣旨採択
（採択１、趣旨採択５）

第14号
「最低賃金の改善と
中小企業支援の拡充
を求める意見書」の
提出を求める陳情

神奈川県労働組合総連
合
議長　福田　裕行

低賃金で働く人が増え、貧
困の連鎖が社会問題化して
いる。よって、最低賃金改
善等を行うよう、国に意見
書の提出を求めるもの。

総務建設

雇用の創出と安定は地方経済
にとって切なる願いだが、最
低賃金を上げても地域経済が
好転するとは一概に言えな
い。　　

趣旨採択
（採択２、趣旨採択３、不採択１）

第15号

「若者も高齢者も安
心できる年金制度の
実現を求める意見
書」の提出を求める
陳情

全日本年金者組合神奈
川県本部
委員長　土志田　公佳

年金削減は高齢者だけでな
く、現役世代の将来を一層
不安にしている。よって、
国に制度改善を求める意見
書の提出を求めるもの。

― 机上配布

第16号
人間らしい生活の保
障を求める意見書の
採択を求める陳情

神奈川県生活と健康を
守る会連合会
会長　市木　眞二

保護費切下げは受給者だけ
でなく国民生活全体の切下
げに繋がる。よって、国に
制度改善を求める意見書の
提出を求めるもの。

― 机上配布

第17号 イノシシの被害対策
について（陳情） 鈴木　洋有

鳥獣害対策は捕獲だけでな
く、食肉の有効利用も重
要。よって、捕獲獣食肉加
工処理場の建設、被害対策
の一層の推進を求めるも
の。

総務建設

予防への取り組みが一番すぐ
にできること。町民の力が発
揮できる方法を考えていく必
要がある。　

趣旨採択
（趣旨採択５、不採択１）

第18号
神奈川県に私学助成
の拡充を求める意見
書の提出を求める陳
情

神奈川私学助成をすす
める会
代表　長谷川　正利

県の私学生徒への補助は全
国最下位水準である。よっ
て、平成29年度予算で助
成を拡充するよう、知事に
意見書提出を求めるもの。

福祉文教

県の私立学校への生徒一人あ
たりの経常費補助は、少しず
つではあるが上がっている　

趣旨採択
（採択１、趣旨採択５）

第19号
国に私学助成の拡充
を求める意見書の提
出を求める陳情

神奈川私学助成をすす
める会
代表　長谷川　正利

私学生徒・保護者負担軽減
のため公私の学費格差改善
が必要。よって、私学助成
を一層増額するよう、国に
意見書提出を求めるもの。

福祉文教

選択性の中で、私学へ行きた
い人は私学へいけばいい。教
育は全体を考えなければなら
ない。　　

趣旨採択
（採択１、趣旨採択５）

※趣旨採択：「願意は理解できるが、実現性の面で確信が持てない」といった場合に採られる決定の方法。

　誰でも陳情書や請願（議員の紹介が必要）を議会に提出することができます。
　詳しくは議会事務局にお問い合わせください。
　６１－４１００（内線２８１）※提出の締め切り（３月定例会分）２月６日（月）午後５時まで
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審議に対する各議員の賛否結果一覧表
議
案
番
号

議員名（議席順）　

　議　　案

坂
田
よ
う
子

竹
内
恵
美
子

関
　
　
威
國

三
澤
　
龍
夫

奥
津
　
勝
子

二
宮
加
寿
子

清
田
　
文
雄

玉
虫
志
保
実

片
野
　
哲
生

高
橋
　
英
俊

鈴
木
　
京
子

渡
辺
　
順
子

柴
崎
　
　
茂

吉
川
　
重
雄

結
　
　
　
果

掲
載
ペ
ー
ジ
番
号

44 大磯町子ども基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ― 可決 ４

45 大磯町郷土資料館条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ― 可決
２
～
３

46 大磯町職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決 －

47 大磯町立幼稚園の教育職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決 －

48 大磯町一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 －

49 大磯町町税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ― 可決 －

50 大磯町国民健康保険税条例の一部を改正する条
例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ― 可決 ７

51 大磯町道路占用料徴収条例の一部を改正する条
例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 －

52 大磯町旧吉田茂邸再建基金条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決 ３

53 訴えの提起について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ― 可決 ６

54 和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 －

55 町道の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 －

56 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ― 可決 ５

57 大磯町名誉町民の称号を贈呈することについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 ４

58 平成28年度大磯町一般会計補正予算（第３
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ― 可決

８
～
９

59 平成28年度大磯町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ― 可決

60 平成28年度大磯町後期高齢者医療特別会計補
正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決

61 平成28年度大磯町介護保険事業特別会計補正
予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決

62 平成28年度大磯町下水道事業特別会計補正予
算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ― 可決

63 損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ― 可決 －

64 平成28年度大磯町一般会計補正予算（第４
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ― 可決

８
～
９

○は賛成　　●は反対　　―は議長が賛否に加わっていない

12月定例会の傍聴者は34人でした。

議会傍聴においでください
3月定例会の日程は、20ぺージをご覧ください。
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みなさんの請願・陳情はこうなりました
番　号 件　名 提出者 要　旨 付　託

委員会 委員会の意見・結果

第12号

安全・安心の医療・
介護の実現と夜勤交
代制労働の改善につ
いて、国への意見書
提出を求める陳情

神奈川県医療労働組合
連合会
執行委員長　

古岡　孝広

医療体制改善のため、国に
医療従事者増員、夜勤労働
環境改善等の意見書の提出
を求めるもの。

福祉文教

平成26年度より、医療・介
護サービス提供体制改革のた
めの新たな財政支援制度が始
まり、勤務環境改善の事業も
含まれている。　　　　　

趣旨採択
（全員一致）

第13号

介護従事者の勤務環
境改善及び処遇改善
の実現について国へ
の意見書提出を求め
る陳情

神奈川県医療労働組合
連合会
執行委員長　

古岡　孝広

介護現場で働く労働者の処
遇確保は国の責任で行うべ
き。よって、国に介護従事
者の処遇改善等を求める意
見書の提出を求めるもの。

福祉文教

2025年には団塊の世代が75
歳以上となる。充実しなけれ
ばならない問題と考えるが、
国もいま検討している。　　

趣旨採択
（採択１、趣旨採択５）

第14号
「最低賃金の改善と
中小企業支援の拡充
を求める意見書」の
提出を求める陳情

神奈川県労働組合総連
合
議長　福田　裕行

低賃金で働く人が増え、貧
困の連鎖が社会問題化して
いる。よって、最低賃金改
善等を行うよう、国に意見
書の提出を求めるもの。

総務建設

雇用の創出と安定は地方経済
にとって切なる願いだが、最
低賃金を上げても地域経済が
好転するとは一概に言えな
い。　　

趣旨採択
（採択２、趣旨採択３、不採択１）

第15号

「若者も高齢者も安
心できる年金制度の
実現を求める意見
書」の提出を求める
陳情

全日本年金者組合神奈
川県本部
委員長　土志田　公佳

年金削減は高齢者だけでな
く、現役世代の将来を一層
不安にしている。よって、
国に制度改善を求める意見
書の提出を求めるもの。

― 机上配布

第16号
人間らしい生活の保
障を求める意見書の
採択を求める陳情

神奈川県生活と健康を
守る会連合会
会長　市木　眞二

保護費切下げは受給者だけ
でなく国民生活全体の切下
げに繋がる。よって、国に
制度改善を求める意見書の
提出を求めるもの。

― 机上配布

第17号 イノシシの被害対策
について（陳情） 鈴木　洋有

鳥獣害対策は捕獲だけでな
く、食肉の有効利用も重
要。よって、捕獲獣食肉加
工処理場の建設、被害対策
の一層の推進を求めるも
の。

総務建設

予防への取り組みが一番すぐ
にできること。町民の力が発
揮できる方法を考えていく必
要がある。　

趣旨採択
（趣旨採択５、不採択１）

第18号
神奈川県に私学助成
の拡充を求める意見
書の提出を求める陳
情

神奈川私学助成をすす
める会
代表　長谷川　正利

県の私学生徒への補助は全
国最下位水準である。よっ
て、平成29年度予算で助
成を拡充するよう、知事に
意見書提出を求めるもの。

福祉文教

県の私立学校への生徒一人あ
たりの経常費補助は、少しず
つではあるが上がっている　

趣旨採択
（採択１、趣旨採択５）

第19号
国に私学助成の拡充
を求める意見書の提
出を求める陳情

神奈川私学助成をすす
める会
代表　長谷川　正利

私学生徒・保護者負担軽減
のため公私の学費格差改善
が必要。よって、私学助成
を一層増額するよう、国に
意見書提出を求めるもの。

福祉文教

選択性の中で、私学へ行きた
い人は私学へいけばいい。教
育は全体を考えなければなら
ない。　　

趣旨採択
（採択１、趣旨採択５）

※趣旨採択：「願意は理解できるが、実現性の面で確信が持てない」といった場合に採られる決定の方法。

　誰でも陳情書や請願（議員の紹介が必要）を議会に提出することができます。
　詳しくは議会事務局にお問い合わせください。
　６１－４１００（内線２８１）※提出の締め切り（３月定例会分）２月６日（月）午後５時まで
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参加者アンケート集計結果

公
園
の
管
理

◆
運
動
公
園
の
管
理
が
ず
さ

ん
。
手
入
れ
も
悪
い
。

生
活
環
境
改
善

◇
運
動
公
園
南
側
駐
車
場
に

ト
イ
レ
を
設
置
す
べ
き
。

◇
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

を
進
め
て
ほ
し
い
。

子
育
て
支
援

◇
子
ど
も
に
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
補
助
を
。

鳥
獣
対
策

◆
本
腰
を
入
れ
た
イ
ノ
シ
シ

　対
策
を
望
む
。

※
◆
印
は
12
月
定
例
会
に
て
、

一
般
質
問
し
た
項
目
。

事
務
事
業
評
価

問

　議
会
に
よ
る
事
務
事
業

評
価
「
観
光
振
興
対
策
事

業
」
に
対
す
る
評
価
理

由
・
意
見
が
理
解
で
き
な

い
。

答

　議
会
全
体
の
評
価
を
出

さ
な
か
っ
た
た
め
、
議
員

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
次
回
は
改

善
す
る
。

防
災
対
策

◆
避
難
者
の
住
所
氏
名
の
情

報
提
供
を
。
地
区
防
災
会

で
防
犯
上
必
要
で
あ
る
。

◇
町
、
社
協
、
地
区
自
主
防

災
組
織
と
の
連
携
強
化
を
。

ま
ち
づ
く
り

◇
松
並
木
敷
の
管
理
整
備
の

基
準
作
成
を
望
む
。

◇
国
府
橋
の
整
備
を
進
め
て

ほ
し
い
。

議
会
報
告
会

問

　決
算
報
告
は
わ
か
り
や

す
く
な
っ
た
が
、
町
の
執

行
の
説
明
を
し
て
い
る
。

議
会
と
し
て
問
題
点
を
指

摘
し
、
二
元
代
表
制
の
役

割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
。

答

　議
論
が
あ
っ
た
が
、
報

告
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

今
後
の
改
善
点
と
す
る
。

問

　数
値
を
表
示
す
る
な
ど
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
作
り

方
を
考
え
る
べ
き
。

答

　よ
り
分
か
り
や
す
い
資

料
作
り
に
努
め
る
。

　
11
月
13
日
（
日
曜
日
）
、
国
府
支
所
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー
で
議
会
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
決
算
審
査
の
報
告
に
加
え
、
少
人
数
に
分
か
れ
て
の
意
見
交
換
を
行
い
、
数
多

く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
議
員
全
員
協
議
会
で
内
容
を
整

理
し
、
議
会
自
ら
取
り
組
む
べ
き
項
目
は
議
会
内
で
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

　
町
政
に
対
す
る
項
目
は
、
12
月
19
日
に
、
町
長
へ
申
し
送
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
回
答
は
次
回
の
議
会
報
告
会
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

議
会
報
告
会調

査
・
研
究
と
し
た
も
の

町
長
へ
申
し
送
り
し
た
も
の

議
会
に
対
す
る

主
な
意
見

町
政
に
対
す
る

主
な
意
見

手話通訳者協力のもと、議会報告会を実施

近い距離で活発な意見交換

女性
41%

わかり
やすい
57%わかり

にくい
14%

良かった
19%

【感　想】 【資　料】 【来場者】

普通
52%

良くな
かった
5%

未回答
29%

未回答
24% 男性

59%
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　開
館
当
時
か
ら
続
く
「
け

ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
大
賞
」
は
、

来
館
者
の
投
票
で
絵
本
の
大

賞
を
決
定
す
る
と
い
う
、
大

変
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
で
あ
る
。

　ま
た
、
障
が
い
者
の
自
立

と
社
会
参
加
の
場
と
し
て
館

内
に
喫
茶
を
設
け
、
軽
食
の

提
供
の
ほ
か
、
絵
本
、
お
土

産
品
の
販
売
も
行
っ
て
い
る
。

　　長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ

た
町
独
自
の
発
想
と
決
断
で

こ
こ
ま
で
展
開
で
き
た
こ
と

に
、
町
民
の
気
概
を
感
じ
た
。

　そ
の
他
、
市
長
の
公
約
で

誕
生
し
た
「
手
話
言
語
条

例
」
（
旭
川
市
）
や
「
教
育

優
先
の
ま
ち
づ
く
り
」
（
東

川
町
）
は
い
ず
れ
も
職
員
や

町
長
の
長
期
的
な
政
策
の
効

果
が
感
じ
ら
れ
た
。

　「
絵
本
の
館
」
は
平
成
３

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
絵
本
・

児
童
書
の
専
門
図
書
館
と
も

い
う
べ
き
施
設
で
あ
る
。
蔵

書
数
は
７
万
冊
。
そ
の
う
ち
、

絵
本
、
児
童
書
数
は
５
万
冊

を
超
え
、
絵
本
原
画
も
約
1000

点
所
蔵
し
て
い
る
。
木
の
お

も
ち
ゃ
な
ど
の
設
置
が
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
と
子
育

て
支
援
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　子
育
て
で
選
ば
れ
る
町
を

目
指
す
大
磯
町
で
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
始
ま
る
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
計
画
策
定
を
進

め
て
い
る
。
本
に
親
し
む
環

境
整
備
で
先
進
的
な
事
業
を

展
開
す
る
北
海
道
剣
淵
町
の

取
り
組
み
を
視
察
し
、
委
員

会
と
し
て
の
政
策
提
言
の
参

考
に
す
る
。

（
10
月
20
・
21
日
視
察
）

広
場
や
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
も

あ
り
住
民
の
利
用
も
見
込
ん 

で
い
る
。
事
業
規
模
は
８
億 

３
千
万
円
（
市
の
負
担
は
３

割
）、
港
の
埋
め
立
て
に

50
億
円
。
運
営
は
一
部
施
設

を
民
設
民
営
、
市
の
支
出
は

年
間
３
千
200
万
円
。
リ
ピ
ー

タ
ー
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

　事
業
規
模
は
比
較
に
な
ら

な
い
が
、
港
の
位
置
付
け
や

立
地
条
件
、
既
存
施
設
の
問

題
点
な
ど
、
大
磯
港
が
抱
え

る
課
題
の
検
証
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
た
。

　そ
の
他
、
み
か
ん
の
６
次

産
業
化
を
行
っ
て
い
る
濱
田

農
園
（
八
幡
浜
市
）、（
株
）

ニ
ュ
ウ
ズ
（
伊
方
町
）、
道

の
駅
「
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ 

ー
ク
か
ら
り
」
（
内
子
町
）

を
視
察
し
た
。
い
ず
れ
も
独

自
の
地
場
産
商
品
の
開
発
・

販
売
に
成
功
し
て
い
る
。

　八
幡
浜
港
は
九
州
と
四
国

を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
が
１
日
20

往
復
し
、
年
間
70
万
人
の
利

用
客
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
素
通
り
し
て
い

く
た
め
、
港
に
海
産
物
直
売

所
や
食
堂
、
産
直
、
交
流
館

を
整
備
し
、
フ
ェ
リ
ー
利
用

客
と
観
光
客
を
集
客
し
地
域

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

施
設
は
駐
車
場
（
194
台
）
を

囲
ん
で
配
置
さ
れ
、
芝
生
の

　現
在
、
大
磯
町
で
は
観
光

振
興
の
一
端
と
し
て
大
磯
港

に
集
客
施
設
を
整
備
す
る

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
事
業

を
検
討
し
て
い
る
。

　政
策
提
言
の
参
考
と
す
る

た
め
、
平
成
25
年
に
国
土
交

通
省
か
ら
「
道
の
駅
」
「
み

な
と
オ
ア
シ
ス
」
の
認
定
を

受
け
た
愛
媛
県
八
幡
浜
市
の

事
業
を
視
察
し
た
。

（
10
月
12
・
13
日
視
察
）

憩いの場になっている「みなとオアシス」

児童書５万冊を誇る「絵本の館」

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
の
検
証

総
務
建
設
常
任
委
員
会

絵
本
に
よ
る
子
育
て
支
援

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
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行
政
視
察

一
般
質
問

陳

　
　情

審
議
結
果

補
正
予
算

議
会
報
告
会

議
案
審
議

参加者アンケート集計結果

公
園
の
管
理

◆
運
動
公
園
の
管
理
が
ず
さ

ん
。
手
入
れ
も
悪
い
。

生
活
環
境
改
善

◇
運
動
公
園
南
側
駐
車
場
に

ト
イ
レ
を
設
置
す
べ
き
。

◇
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

を
進
め
て
ほ
し
い
。

子
育
て
支
援

◇
子
ど
も
に
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
の
補
助
を
。

鳥
獣
対
策

◆
本
腰
を
入
れ
た
イ
ノ
シ
シ

　対
策
を
望
む
。

※
◆
印
は
12
月
定
例
会
に
て
、

一
般
質
問
し
た
項
目
。

事
務
事
業
評
価

問

　議
会
に
よ
る
事
務
事
業

評
価
「
観
光
振
興
対
策
事

業
」
に
対
す
る
評
価
理

由
・
意
見
が
理
解
で
き
な

い
。

答

　議
会
全
体
の
評
価
を
出

さ
な
か
っ
た
た
め
、
議
員

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
次
回
は
改

善
す
る
。

防
災
対
策

◆
避
難
者
の
住
所
氏
名
の
情

報
提
供
を
。
地
区
防
災
会

で
防
犯
上
必
要
で
あ
る
。

◇
町
、
社
協
、
地
区
自
主
防

災
組
織
と
の
連
携
強
化
を
。

ま
ち
づ
く
り

◇
松
並
木
敷
の
管
理
整
備
の

基
準
作
成
を
望
む
。

◇
国
府
橋
の
整
備
を
進
め
て

ほ
し
い
。

議
会
報
告
会

問

　決
算
報
告
は
わ
か
り
や

す
く
な
っ
た
が
、
町
の
執

行
の
説
明
を
し
て
い
る
。

議
会
と
し
て
問
題
点
を
指

摘
し
、
二
元
代
表
制
の
役

割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
。

答

　議
論
が
あ
っ
た
が
、
報

告
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

今
後
の
改
善
点
と
す
る
。

問

　数
値
を
表
示
す
る
な
ど
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
作
り

方
を
考
え
る
べ
き
。

答

　よ
り
分
か
り
や
す
い
資

料
作
り
に
努
め
る
。

　
11
月
13
日
（
日
曜
日
）
、
国
府
支
所
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー
で
議
会
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
決
算
審
査
の
報
告
に
加
え
、
少
人
数
に
分
か
れ
て
の
意
見
交
換
を
行
い
、
数
多

く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
議
員
全
員
協
議
会
で
内
容
を
整

理
し
、
議
会
自
ら
取
り
組
む
べ
き
項
目
は
議
会
内
で
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

　
町
政
に
対
す
る
項
目
は
、
12
月
19
日
に
、
町
長
へ
申
し
送
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
回
答
は
次
回
の
議
会
報
告
会
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

議
会
報
告
会調

査
・
研
究
と
し
た
も
の

町
長
へ
申
し
送
り
し
た
も
の

議
会
に
対
す
る

主
な
意
見

町
政
に
対
す
る

主
な
意
見

手話通訳者協力のもと、議会報告会を実施

近い距離で活発な意見交換

女性
41%

わかり
やすい
57%わかり

にくい
14%

良かった
19%

【感　想】 【資　料】 【来場者】

普通
52%

良くな
かった
5%

未回答
29%

未回答
24% 男性

59%
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行
政
視
察

一
般
質
問

陳

　
　情

審
議
結
果

補
正
予
算

議
会
報
告
会

議
案
審
議

　開
館
当
時
か
ら
続
く
「
け

ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
大
賞
」
は
、

来
館
者
の
投
票
で
絵
本
の
大

賞
を
決
定
す
る
と
い
う
、
大

変
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
で
あ
る
。

　ま
た
、
障
が
い
者
の
自
立

と
社
会
参
加
の
場
と
し
て
館

内
に
喫
茶
を
設
け
、
軽
食
の

提
供
の
ほ
か
、
絵
本
、
お
土

産
品
の
販
売
も
行
っ
て
い
る
。

　　長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ

た
町
独
自
の
発
想
と
決
断
で

こ
こ
ま
で
展
開
で
き
た
こ
と

に
、
町
民
の
気
概
を
感
じ
た
。

　そ
の
他
、
市
長
の
公
約
で

誕
生
し
た
「
手
話
言
語
条

例
」
（
旭
川
市
）
や
「
教
育

優
先
の
ま
ち
づ
く
り
」
（
東

川
町
）
は
い
ず
れ
も
職
員
や

町
長
の
長
期
的
な
政
策
の
効

果
が
感
じ
ら
れ
た
。

　「
絵
本
の
館
」
は
平
成
３

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
絵
本
・

児
童
書
の
専
門
図
書
館
と
も

い
う
べ
き
施
設
で
あ
る
。
蔵

書
数
は
７
万
冊
。
そ
の
う
ち
、

絵
本
、
児
童
書
数
は
５
万
冊

を
超
え
、
絵
本
原
画
も
約
1000

点
所
蔵
し
て
い
る
。
木
の
お

も
ち
ゃ
な
ど
の
設
置
が
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
と
子
育

て
支
援
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　子
育
て
で
選
ば
れ
る
町
を

目
指
す
大
磯
町
で
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
始
ま
る
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
の
計
画
策
定
を
進

め
て
い
る
。
本
に
親
し
む
環

境
整
備
で
先
進
的
な
事
業
を

展
開
す
る
北
海
道
剣
淵
町
の

取
り
組
み
を
視
察
し
、
委
員

会
と
し
て
の
政
策
提
言
の
参

考
に
す
る
。

（
10
月
20
・
21
日
視
察
）

広
場
や
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
も

あ
り
住
民
の
利
用
も
見
込
ん 

で
い
る
。
事
業
規
模
は
８
億 

３
千
万
円
（
市
の
負
担
は
３

割
）、
港
の
埋
め
立
て
に

50
億
円
。
運
営
は
一
部
施
設

を
民
設
民
営
、
市
の
支
出
は

年
間
３
千
200
万
円
。
リ
ピ
ー

タ
ー
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

　事
業
規
模
は
比
較
に
な
ら

な
い
が
、
港
の
位
置
付
け
や

立
地
条
件
、
既
存
施
設
の
問

題
点
な
ど
、
大
磯
港
が
抱
え

る
課
題
の
検
証
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
た
。

　そ
の
他
、
み
か
ん
の
６
次

産
業
化
を
行
っ
て
い
る
濱
田

農
園
（
八
幡
浜
市
）、（
株
）

ニ
ュ
ウ
ズ
（
伊
方
町
）、
道

の
駅
「
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ 

ー
ク
か
ら
り
」
（
内
子
町
）

を
視
察
し
た
。
い
ず
れ
も
独

自
の
地
場
産
商
品
の
開
発
・

販
売
に
成
功
し
て
い
る
。

　八
幡
浜
港
は
九
州
と
四
国

を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
が
１
日
20

往
復
し
、
年
間
70
万
人
の
利

用
客
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
素
通
り
し
て
い

く
た
め
、
港
に
海
産
物
直
売

所
や
食
堂
、
産
直
、
交
流
館

を
整
備
し
、
フ
ェ
リ
ー
利
用

客
と
観
光
客
を
集
客
し
地
域

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

施
設
は
駐
車
場
（
194
台
）
を

囲
ん
で
配
置
さ
れ
、
芝
生
の

　現
在
、
大
磯
町
で
は
観
光

振
興
の
一
端
と
し
て
大
磯
港

に
集
客
施
設
を
整
備
す
る

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
事
業

を
検
討
し
て
い
る
。

　政
策
提
言
の
参
考
と
す
る

た
め
、
平
成
25
年
に
国
土
交

通
省
か
ら
「
道
の
駅
」
「
み

な
と
オ
ア
シ
ス
」
の
認
定
を

受
け
た
愛
媛
県
八
幡
浜
市
の

事
業
を
視
察
し
た
。

（
10
月
12
・
13
日
視
察
）

憩いの場になっている「みなとオアシス」

児童書５万冊を誇る「絵本の館」

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
の
検
証

総
務
建
設
常
任
委
員
会

絵
本
に
よ
る
子
育
て
支
援

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　天
候
に
恵
ま
れ
た
今
年
の

お
正
月
、
大
磯
海
岸
に
は
初

日
の
出
を
待
つ
た
く
さ
ん
の

方
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　気
持
ち
も
晴
れ
や
か
に
迎

え
た
新
し
い
年
。
「
一
年
の

計
」
で
皆
さ
ま
は
何
を
目
標

に
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　私
た
ち
、
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
会
は
今
年
も
昨
年
に

続
い
て
、
「
読
み
や
す
い
紙

面
作
り
」
に
挑
戦
し
ま
す
。

　本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

【
発
行
責
任
者
】

議

　
　長

　
　吉
川

　重
雄

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委

員

長

　
　渡
辺

　順
子

副
委
員
長

　
　清
田

　文
雄

委

　
　員

　
　竹
内
恵
美
子

　
　
　
　
　
　二
宮
加
寿
子

　
　
　
　
　
　玉
虫
志
保
実

　
　
　
　
　
　高
橋

　英
俊

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】

副

議

長

　
　坂
田
よ
う
子

予算特別委員会
３月１日（水）　　全会計説明
　　３日（金）　　総務関係
　　６日（月）　　建設関係
　　７日（火）　　福祉関係
　　９日（木）　　文教関係 

３月定例会
２月 １６ 日（木）　　議案上程等
　　 ２４ 日（金）　　予算総括質疑
　　 ２７ 日（月）　　一般質問
　　 ２８ 日（火）　　一般質問
３月 ２１ 日（火）　　委員長報告等

湘南ケーブルテレビ
地上デジタルＳＣＮ101
チャンネルにて放映

生放送９時～、
再放送は19時～

　元
旦
の
国
府
海
岸
に

初
日
の
出
を
見
に
来
た

の
は
、
昨
年
中
学
を
卒

業
し
た
仲
間
た
ち
。
寒

さ
を
も
の
と
も
し
な
い

希
望
に
満
ち
た
い
っ
ぱ

い
の
笑
顔
。
初
日
の
出

の
光
と
と
も
に
今
年
一

年
の
パ
ワ
ー
を
も
ら
い

ま
し
た
。

　彼
女
た
ち
の
笑
顔
が

絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
な
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
。

投
稿

　匿
名
希
望
（
国
府
新
宿
）

発
行

／
大

磯
町

議
会

　
編

集
／

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

　
〒

255-8555　
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　議会だより編集委員会では、第 186 号 

（平成 29 年４月 27 日発行）の表紙写真を

募集しています。

テ ー マ：「笑顔」
応募期間：平成 29 年３月 24 日まで受付

※応募上の注意や応募方法は、議会だより

第 184 号または大磯町議会ホームページ

でご確認ください。

問い合わせ：大磯町議会事務局

議会だよりの

表紙を飾りませんか

11月21日　福祉文教常任委員会行政視察

静岡県熱海市の起雲閣を見学。

11月15日　議員全員協議会行政視察

中丸の地域密着型介護事業所を見学。


